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1.ＱＣストーリとは
問題解決の8つのステップ（原因追求型のステップ）

①

①
テーマ選定

③
活動計画

④
要因の解析

⑤
対策の検討

と実施

⑥
効果の確認

⑦
標準化と

管理の定着

⑧
残った問題

と今後の計画

ステップステップ

②
現状の把握
と目標の設定
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問題解決の種類

魅力的品質
（期待を超える品質）

当り前品質

従来からの業務 新しい業務

原因究明型（WHY型）

原因究明

施策実行型（HOW型）

現状打破

新
規
業
務

課題達成型（WHAT+HOW型)

魅力的
品質
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原因追求型（問題解決型）QCストーリー

テーマ選定

現状の把握

目標の設定

活動計画の作成

要因の解析

対策の検討・評価

効果の確認

標準化

振り返り

データで悪さを
明確にする

（数値目標）

対策の実施
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課題達成型QCストーリー

テーマ選定

現状の把握

あるべき姿の設定

成功シナリオの追求

攻め所と目標の設定

対策の立案・絞り込み

効果の確認

標準化

振り返り

課題を明確に
する

（数値目標）

ギャップ分析

成功シナリオの実施



2.2. 原因追求型原因追求型QCQCストーリストーリーー

ＷＨＹ型ＷＨＹ型

（問題の発生原因が分からない場合）（問題の発生原因が分からない場合）

品質問題、工数低減などのテーマ品質問題、工数低減などのテーマ
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1. テーマの設定

日頃から問題点を集め、蓄積(記録)する工夫を行う。

メンバーの意見を細かく聞く。

上司に相談して問題点を指摘してもらう。

どの問題点を取り上げるか、全員で納得するまで話し合って決める。

拙速で決めず、ジックリと時間をかける。

（1） 問題点を探しだす

良いテーマ選定のコツ

問題点を探し出す

日頃困っていること、不便なこと、苦労していることなど、身近な問題点を探し
出す。

上司方針や職場の課題を細かくかみくだき、サークルで解決できそうな問題点
をつかむ。

後工程に迷惑をかけていないか,要望や不満を聞いてみる。

前回のサークル活動の反省や、やり残した問題点を取り上げる。
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職場の改善活動の着眼点

ムダとは

正味
作業

付
加
価
値
の

な
い
作
業

作
業

作業者の
動き

ムダ

すぐに省けるもの

•手待ち
•意味のない運搬
•中間製品の積み替え
•運搬の２度手間

今の作業条件では、
やらなくてはならな
いもの

•部品を取りに行く
•包装をとく
•大きなパレットから部
品を小出しにする
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職場の改善活動の着眼点

工数低減＝正味作業の比率を高くすること

① ムダを定義する

② 現場をよく見る

③ どのムダを削減するか的を絞る

④ 改善する
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職場の改善活動の着眼点

トヨタ生産方式が定義する7つのムダ

① 作りすぎのムダ

② 手待ちのムダ

③ 運搬のムダ

④ 加工そのもののムダ

⑤ 在庫のムダ

⑥ 動作のムダ

⑦ 不良を作るムダ

平準化生産

自働化

ジャストインタイム

（かんばん）

（1個流し）

（シングル段取り）

もうかるＩＥ
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職場の改善活動の着眼点
Ｎ電機（撚糸業）の例

① コピーのムダ

② 段取りのムダ

③ 棚のムダ

④ 仕掛のムダ

⑤ 電気のムダ

⑥ 人の移動のムダ

⑦ 輸送のムダ

⑧ 電話のムダ

⑨ 会議のムダ

⑩ 手直しのムダ

⑪ 設備・治工具のムダ

⑫ 副資材のムダ

ムダの
洗い出し

改善するムダ
の絞り込み

改善

３回検査数

16回運搬数

7回付加価値

25回社内の停滞数

回数作業

現状
把握

現場調査

仕掛のムダ

棚のムダ

人の移動のムダ

ＩＥ手法・

QC手法

の活用
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1.テーマ選定
問題になっているところを探す

日頃から職場の問題を見える化 しよう

テーマ登録表

品質―長さはずれが混入外製作動ピン2

チョコ停が頻繁

内容

―設備カシメ自動機1

特性５Ｍ名称Ｎｏ

特性は品質・納期・コスト・労働安全・顧客安全・環境～というように区分する。
５M体質に関して設備・人・方法・材料・測定～などに分ける。

この中から「特性」「5Ｍ」で出現頻度が高く、QC手法を使えば解決

するようなテーマに着眼する
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1. テーマの設定

ブレーン・ストーミングを使って、メンバーで探し出す。

自分の提出した問題点は、十分説明して納得してもらう。

テーマバンク、問題点ノート、特性要因図、WHY・WHYなどで問題点を蓄積す
る。

（2） 問題点を洗い出す・記録する
ブレーン・ストーミングを使って、メンバーで探し出す。

悪さ加減を具体的に表す。

悪さ加減を具体的に表す。

(例:「経費の問題」→「文房具の消費が多く,経費予算を圧迫している」)

データなどを使い、定量的に表す。

(例:「不良が多い」→「部品不良が100ppm発生している」)

問題点に対策、手段を入れない。

(例:「作業マニュアルの作成」

→「作業の標準化が不足し、作業マニュアルがない」)
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1. テーマの設定

【コマツウェイ31ページ】

（3） 問題点を整理し・絞り込む

重点志向で絞り込む

上司のアドバイスはリーダーの独断で対応しないで、サークルで十分検討して
、メンバー全員が納得したうえで対処する。

推進事務局へも相談するとよい。

上司に相談し助言を受ける

225522305Ｃ.無駄な動きがあり疲れる

242133555Ｂ.段取り作業・・・

283354553Ａ.工程の手直しが・・・

総
合
判
定

能
率
向
上

投
資
効
果

所
用
時
間

緊
急
性

重
要
性

上
司
方
針

自
責

評価項目

問題点・テーマ候補
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1. テーマの設定

テーマ名は、「(改善の対象)の(悪さ加減)を(改善の度合)する」と表現する。

(例:「塗装工程の汚れ不良を低減」)

悪さ加減や改善目標を数値で表現すると、具体的なテーマになる。

(例:「塗装工程の汚れ不良3.5%を1.0%に低減」)

（4） テーマ名を決定する
悪さ退治で表現する

対策や手段をテーマにしない

表面的で応急対策的な展開になることが多いので注意する。

(例:「ファイルの整理整頓」→「書類取り出し時間の短縮」)

現状把握や解析のない対策先行型になることが多いので注意する。

(例:「マニュアルの作成」→「作業標準化によるミスの防止」)
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2. 現状の把握と目標の設定

サークルで討議して問題点の本質を探し出し、プロセス・フローや4Mを使って、
問題点を幅広くとらえる。

洗い出した問題点を、特性要因図や親和図を使って系統的に整理すると、全
体が見えてくる。

（1） 問題点の現在の姿を明確にする

何が問題なのかを洗い出す

悪さの事実をつかむ

事実直視 に基づいて事実をつかむ。

「……である」と断定的に表現できるように、現場で現物を直接見たり、触れな

がら、調査・確認をして事実を把握する。

事実はただ見るのではなく、細かく観察しないとつかめない。
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2. 現状の把握と目標の設定

(2） データを収集し見える化 する。

0

20

40

60

80

100

配線ミス 加工部品不良 圧着不良 その他

0

20

40

60

80

100

パレート図

重点を絞り込む

パレートの法則

売上の8割は全顧客の2割が生み
出している

仕事の成果の8割は、費やした時
間全体のうちの2割の時間で生み
出している

故障の8割は、全部品のうち2割に
原因がある

不良の8割は、全体のうち2割の項
目で占められている
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寸法不良、サイクルタイム、
お待たせ時間など定量的
特性のときはバラツキを確
認する 0

5

10

15

20

25

30

9.78 9.83 9.88 9.93 9.98 10.03 10.08 10.13 10.18 10.23ヒストグラム

ライフサイクル、工程変更、
季節変動の考えられるもの
は時系列変化がないか確
認する。

0.00

2.00

4.00

6.00

グラフ・管理図

2. 現状の把握と目標の設定
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2. 現状の把握と目標の設定

平均値、最大値、最小値を明
確にするとともに、ばらつきを
明確にしている

現状分析をヒストグラムで行った例

現状の把握に使うデータは層
別できるように、データをとると
きに諸元を明らかにする。

品質の姿をヒストグラムを使っ
て比較し、現状の悪さを明らか
にしている

プリマハム・SSサークル
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2. 現状の把握と目標の設定

サークルで話し合い、
数値化してパレート分
析を行って、主要因を
つかまえている

ヤマギワ・ウォークマン
サークル

パレート図を2回展開した例

主要因の
内容をチ
ェック表を
作り、具
体的な項
目を調査

チェック表の
内容を集約
し、対応すべ
き項目を絞
り込む
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2. 現状の把握と目標の設定

作業時間を加工
時間単位で比較
したがバラツキを
確認できなかっ
た

東陶機器

ファイターズサークル

現状分析を要素分析で行った例

作業分析表

要素差魚分
析を行って、
作業内容別
に層別した
結果から目
標を達成す
ることができ
ないことをつ
きとめた

QC手法を
使って何を
読み取れた
かを表示
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2. 現状の把握と目標の設定

目標の3要素である、「何を(目標項目)」「どれだけ(目標値)」「いつまでに(達成
期限)」を決める。

目標は数値化の工夫をして、定量化する。

数値化すると達成の度合が明確になる。

（3） 目標を設定する。

目標の３要素を明確にする。

挑戦意欲のわく目標にする

目標の必然性・妥当性を明確にする。

目標の設定は、簡単に達成できる値よりも、少し背伸びをして達成できる程度
の挑戦目標とした方がよい。

予想効果も明らかにする。

目標が直接的に数値化できなければ、代用特性で数値化してもよい。
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3. 活動計画の作成

活動計画は、問題解決の各ステップを「いつまでに」終了するかをスケジュー
ル化する。前回の活動で進め方や運営で反省事項があれば、計画に盛り込む
。
各ステップの実績をそのつど書き込み、スケジュール管理をする。
計画と実績が大幅にずれたときは、対策を実施する。
あらかじめわかっている行事や、仕事の忙しい時期は考慮する。

（1） 活動スケジュールを決める。

活動ステップの役割を決める。

QCサークル運営の役割(テーマリーダー、書記など)を決める。

自己申告など、自主性を発揮させる。

個性や長所を活かし、得意な役割を担当してもらう。

経験は成長につながるので、メンバーの成長・教育面も考慮する。

（2） 役割分担を決める。



24

3. 活動計画の作成

全員歯止め

全員効果確認

中島・後藤対策実施

全員対策立案

原田・荻野要因解析

宮田・荻野目標設定

番・角田現状把握

全員テーマ選定

3月2月1月12月11月10月誰が

• 活動計画の作成例
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3. 活動計画の作成

ステップリーダー制で活動計画を実施した例

ステップリーダー制

各ステップを更に分割して
活動計画を立てている。

日本電子機器・プリンスサークル
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要因を洗い出す

重要要因を絞り込む

重要要因を事実で検証する

重要要因をレビューする

4. 要因の解析

４　　　Ｍ

4Mの要素 直接部門 間接部門

Ｍａｎ 人 人

Ｍａｃｈｉｎｅ 機械 ＯＡ機器

Ｍｅｔｈｏｄ 方法 方法

Ｍａｔｅｌｉａｌ 材料 情報（Ｍｅｓｓａｇｅ）

プロセスフロー

ブレーンストーミング
（ＢＳ法）

検証方法：
現物直視
チェックシート
ヒストグラム など

重要要因と悪さ加
減との結びつき

チェック 修正措置
要因の洗い出しへ

次のステップへ

特性要因図
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4. 要因の解析

サークル全員で特性に関する要因を洗い出す。
ブレーン・ストーミングで要因を洗い出し、特性要因図などで整理する。
整理したら再度サークルで見直し、要因を追加する。
数多く出された要因の中から、重要と思われる要因(重要要因)を次のいずれ
かの方法で絞り込む。

（1） 要因を洗い出す。

特性（結果）

Machine（設備）Man（作業者）

Material（材料） Method（作業方法）

（ 原 因 ）
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4. 要因の解析

（2） 要因を深く追求する・絞り込む。
事実・データや実績、サークルのメンバーの意見を集約して絞り込む。

上司やスタッフの技術や、専門知識で培われた経験と勘で絞り込む。

細かい要因が複合し
て主要因につながっ
ている。

細かい要因まで展開
している。

現物で要因を確認し
ている。 構造が分かるように図示

フジゼエロックス

クエッション

チョイス

サークル
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4. 要因の解析

再度データや事実
をとって確かめる。

実験・試行をして、
悪さ加減を再現して
みる。

（3） 重要な要因をデータ（事実）で確かめる。

データをとる。

↓

このヒストグラムで前
部に問題があること
がよく分かる。

プリマハム

SSサークル

重要要因を現場で確認
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解決すべき要件を明確にする

問題点の解決策のアイデアを立案する

アイデアを整理にする

解決要件を満たさない策をふるい落とす

ブレーンストーミング
（ＢＳ法）

アイデア発想法
（拡散思考法）

最適解決策の選定基準を明確にする

選定基準により最適解決策を選び出す

最適解決策を実施する固有技術を検討する

最適解決策のリスクも検討する

最適解決策の実施について所定の承認を得る

5. 対策の検討と実施

一次要因 二次要因 三次要因

仕事が忙しくないときに会合を開きたい

会合に時間を掛けすぎない

会合時間を自由

会合する部屋がある

和室を使って座って会合をする

意見を出しやすくする

言いたいことが聞いてもらえる

自由な発言ができるようにする

リラックスしてできる会合にする

素敵な賞品を出す

気持ちのわだかまりを解消できるようにする

活動体験を沢山する

活動が自由にできる

時間に拘束されない活動にする

活動

初対面の活動なのでなにをやって良いか解らない

何で活動

活動意識が明確である

活動に全員が参加できるようにする

３人集まれば「文殊の知恵」、名案が出る

グループ全員で活動している

役割分担を最初から決めない

役割分担を強制しない

役割分担を全員が担当する

サポーターが良き理解者である

課長が良

上司は金を出すけれど、口は出さない

メンバーの意識が高い活動

男ばかりなどで女性がいると良い

L
E
T
S
活
動
の
一
層
の
充
実
を
図
る

活動の工夫をして魅力ある活動を実
現する

会合の運営を工夫する

会合場所にも気を配る

自由な雰囲気で会合を開く

リラックスした会合を実施する

活動自体の魅力を付ける

活動のやり方を型にはめない

活動をスムーズにする知識を付ける

自主性を持てる活動をする

自主性を持てる活動をする

チーム活動のメリットを生かす

開催時間、場所などのに配慮し
ラックスできる会合を行う

上司や推進者が旨くバックアップする

メン

上司や推進者の支援でメンバーの意
識を高める 系統図

評価欄
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アイディア発想法（発散思考法）

自由連想法 類似連想法強制連想法

テーマテーマ

テーマテーマ テーマテーマ

強制的ヒント
(逆転・否定…）

強制的ヒント
(逆転・否定…）

他の事例に
類比

他の事例に
類比

ブレーンストーミング法
ブレーンライティング法

チェックリスト法
特性列挙法・欠点列挙法

希望点列挙法など

焦点法・類推法

ＮＭ法
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5. 対策の検討と実施

リーダと記録係を決める。

会合時間は20～40分とする。

メンバーに取り上げるテーマを説明
する。

4つのルールを確認し合う。

メンバーからアイディアを発言して
もらう。

アイディアを整理する。
（実行可能、部分的実行）

ブレーンブトーミング

進め方

①自由奔放

自由奔放なアイディアを歓迎する。

②批判厳禁

発言内容の批判は禁止

③質より量

発言の量が大切（量が質を生む）

④便乗発展

他人のアイディアに便乗する。

ブレーンストーミングの4つのルール
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対策案の評価

否
経済
性

作業
性

実現
性

期待
効果

採価評

・・する

・・する

系統図と評価表の組み合わせ

5. 対策の検討と実施
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5. 対策の検討と実施

重要要因（要因）ごとに対策案を検討する。

実現の可否を考えずにアイディアを幅広く、多く引き出す。

アイディアを洗練化する。

対策案を評価し実施項目を決める。

例

基本手順

トヨタ車体

4WDサークル

対策を3次手順まで、具体的手順まで細かく展開している
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実施策の制約条件を明確にする

実施計画を作る

解決策を試行し、修正する

効果の評価尺度を決める

5. 対策の検討と実施

不慮の事故への対応方法を検討する

計画にしたがって解決策を実行する

Ｎｏ. 項目 Ｗｈａｔ Ｗｈｏ Ｗｈｅｎ Ｗｈｅｒｅ Ｗｈｙ Ｈｏｗ　to Ｈｏｗ　much

何を 誰が いつまでに どこで なぜ どのように どの位の費用で

1

2

3

4

5

6

５Ｗ２Ｈ表

項　　　目 担当者 スケジュール

○月 ○月 ○月 ○月 ○月 ○月

解決策実施計画
表

実施最適
解決策

試行の問題点の
原因追求と計画案

の修正

危機管理システム

最適策計画
実施時の最悪の
ケースを想定

制約条件（2） 実施計画を作成する。
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5. 対策の検討と実施

「何を」「誰が」「いつまでに」「どれだけ」を決める。

役割分担を大切にし、一人一役、全員主役を実現する。

対策を５W1Hで計画、実施した例

フジゼエロックス・クエッションチョイスサークル

対策計画の例
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5. 対策の検討と実施

対策を実施するときは、上司の確認、了承が必要です。

（3） 対策案を実行する。

まずは自力で実施し、次に上司の協力をあおぎ、最後に他職場の力
を借りる。

複数の対策を実施するときは、対策ごとに効果をつかむ。
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6. 効果の確認

目標値が達成できているかどうかを確認する。

目標値が未達成のときは、前のステップに戻って再挑戦する。

効果は現状の把握で使ったQC手法で、同じ尺度によって比較する。

対策ごとに効果を確認する。

重点志向で目標を決めたときは、全体の変化もとらえておく。

（1） 目標値と実績値を比較する。

◎ コスト評価も必ず実施 →結果が勝負

＜例＞○○不良は ０（ゼロ）件 となったため
この不良による突発残業は皆無となった
コスト評価

対策費用（治具交換） ◇◇円／月
突発残業費の低減 ☆☆円／月

（2） その他の効果も把握する。

＜例＞次のスライド参照
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例

① 何がどのように、どれだけ変わったか、対
策結果を確認する

② 目標値と実績値を比較し、達成度を確認す
る有形効果も把握する

例 １
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例

例２ 例３
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6. 効果の確認

（3） 無形効果を把握する。

たとえば、人間関係の向上、能力の向上、チームワークの向上、
ヤル気・明るい職場などの項目を、活動の前と後でそれぞれ評価
する。

＜例＞改善提案で工場長表彰された。

レーダーチャートなどで多元的な比較をするとわかりやすい。

（1） （2）
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7. 標準化と管理の定着

効果の大きかった対策を標
準化の対象とする。

仕事のしかたをルール化し
たり、規格・規定・マニュア
ルなど、標準類を制定・改
訂する。

標準は、「誰が,いつ,どこで,
何を,どのようにするか」を
明確にし、実施をやりやすく
する。

作業の上流や下流との関
連を調査し、関連部門も含
めた改訂を行う。

実施時期を明確にする。

（1） 標準化する。

ダイワ精工 ジョイントサークル
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7. 標準化と管理の定着

新設、改訂、廃止の手続きを確実に行う。

作業標準を新しくつくったり、改訂するときは、その理由を明確に記録し、
上司の承認を得てから実施する。

標準の改廃は上・下流に連絡して実施する。

（2） 標準実施の手続きをする。

（3） 教育・訓練をする。

作業者に教育を行い、理解してもらうと同時に、訓練してスキルを身につ
けてもらう。

新人の配属など、作業者が交替するときにも教育・訓練がされるしくみ・体
制をつくる。
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7. 標準化と管理の定着

標準を忠実に実施する。

誰がやっても間違いのないような仕事のしくみ・やり方をつくる。

フールプルーフなどを取り入れ、決められた方法でしかできないようなしく
みにする。

（4） 標準を確実に実施する。

（5） 結果をフォローする。

効果の継続がはかられていることを、常に管理図や管理グラフなどを使っ
てデータで監視する。

監視業務は日常管理に盛り込んで、確実に実施する。

効果が悪化したら、対策を講じることのできるしくみや体制を決めておく。

発表する場合、活動終了から時間が経ったときは,その間の状態を表示し
、定着度合を明らかにする。
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8. 反省・残った問題と今後の計画

活動計画に実績を記入し、その差異を明らかにする。

計画の立て方を反省し、差異の発生した理由を明らかにする。

目標の立て方を反省して、差異の発生した理由を検討する。

（1） 計画と実績の差を反省する。

（2） 各ステップの活動を反省する。

反省は,「良かった点」と「悪かった点」の両面で行う。

問題解決した手順の進め方もチェックしておく。

具体的な項目で詳細に反省する。

目標と実績の差異、目標の立て方、活動の過程を反省する。

各ステップごとに分けて範囲を狭くして、計画との差を反省する。
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8. 反省・残った問題と今後の計画

各ステップの

活動の反省

（例）

日本ゼオン

スクランブルサークル

「よかった点」と「悪かった点」

QCストーリと総合
の両方で反省」

無形効果
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8. 反省・残った問題と今後の計画

良かった点は次回の活動でも同
じように実施して活かす。

悪かった点は次回で繰り返さない
ように改善する。

今回の活動の成果を水平展開す
る。

（4） 反省を次回の活動に生かす。

テーマ選定で明らかにした問題点は整理しておき、次回のテーマ選定の候補
にしておく。

現状の把握で取り上げなかった悪さ加減は全員で確認・整理しておく。

（3） 残った問題点をまとめる。

松島工業

すずらんサークル



48

実施策の制約条件を明確にする

実施計画を作る

解決策を試行し、修正する

効果の評価尺度を決める

4. 最適策の実施

不慮の事故への対応方法を検討する

計画にしたがって解決策を実行する

Ｎｏ. 項目 Ｗｈａｔ Ｗｈｏ Ｗｈｅｎ Ｗｈｅｒｅ Ｗｈｙ Ｈｏｗ　to Ｈｏｗ　much

何を 誰が いつまでに どこで なぜ どのように どの位の費用で

1

2

3

4

5

6

５Ｗ２Ｈ表

項　　　目 担当者 スケジュール

○月 ○月 ○月 ○月 ○月 ○月

解決策実施計画
表

実施最適
解決策

試行の問題点の
原因追求と計画案

の修正

危機管理システム

最適策計画
実施時の最悪の
ケースを想定

制約条件
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5. 効果の確認

① 有形効果を把握する

② 目標値と比較する

③ 無形の効果を把握する

④ 目標値を未達のときは
① 課題達成の手順を見直して目標を達成する

② 問題解決の手順で目標を達成する
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6. 標準化と管理の定着

① 標準化を実施する

② 周知徹底する

③ 管理を徹底する

効果のあった解決策
1
2
3
4
5

５W1H

マニュアル

マニュアル

教育・訓練

標準の実施

効果のあった最適策の
実施事項について
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7. 反省と今後の計画

活動の結果とプロセスを反省する

今後の計画を立案する

活動の満足度をチェックする

　　　　　　　　　　　　　反　省　表
No ステップ 良かった点 悪かった点
1 テーマ選定
2 あるべき姿の把握
3 現状の把握
4 要因の解析
5 解決策の立案
6 解決策の実施
7 フォローアップ
8 レビュー

　　　　　　　　　　　反　省　表
項　　　目 良かった点 悪かった点

目標と実績の乖離
計画立案の方法
目標の決め方
手法・技法の活用

　　　　　　　　　　　　　反　省　表
No ステップ 良かった点 悪かった点
1テーマ選定
2あるべき姿の把握
3現状の把握
4要因の解析
5解決策の立案
6解決策の実施と効果の把握
7フォローアップ
8レビュー

　　　　　　　　　　　反　省　表
項　　　目 良かった点 悪かった点

目標と実績の乖離
計画立案の方法
目標の決め方
手法・技法の活用

反
省
を
生
か
す

残った問題の特性要因図

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0
達成感

自信増

ﾒﾝﾊﾞｰ編成良

業務密着

能力活用

知識向上

ﾁｰﾑﾜｰｸ良

参加率良

無形効果あり

成果認知

満足度調査

９５年 ９６年

満足度
アンケート



33. . 課題達成型ＱＣストーリ課題達成型ＱＣストーリーー

ＷＨＡＴ＋ＨＯＷ型ＷＨＡＴ＋ＨＯＷ型

（何をどうすればよいかが決まっていない場合）（何をどうすればよいかが決まっていない場合）
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どんなテーマに活用するか

これまでに経験のない課題を達成する場合

経営を革新する

売上を倍増したい

新分野を開拓する

新商品を販売する

新技術を導入する

新工場を建設する

新しいイベントを行う
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問題解決のステップ

① テーマの選定

② あるべき姿の設定（攻めど所と目標の設定）

③ 方策の立案

④ 成功シナリオの追求

⑤ 成功シナリオの実施

⑥ 効果の確認

⑦ 標準化と管理の定着

⑧ 反省と今後の対応

原因追求型と② ④ の部分が違っている。
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本質的 な問題

アセスメントの
フレームワーク

問題点

あるべき姿
（組織プロフィール）

表面に現われた問題

問題 問題問題

ギャップ

現状

改善計画

改善

課題

重要要因

リーダーシップ

経営における社会的責任

顧客・市場の理解（選定）

戦略の策定と展開

個人と組織の能力向上

付加価値を創造するプロセス

事業ドメイン

業界特性

市場・業界ポジション

バリュープロポジション

価値前提

経営革新
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特性の
ありたい姿

仕事の進め方

目 的

テーマ

ギャップ

手段系項目の現在の姿

攻め所 1

人

情報

設備 予算

ありたい姿

現在の姿

特性の
現在の姿

仕事の進め方

手段系項目のありたい姿

人

情報

設備 予算

攻め所 2

攻め所 3

第二の手段

第一の手段

表面の問題

真の目的
方策案

方策案

方策案

方策案

方策案

方策案

改善計画

方策案

経験のない課題
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ステップ1. テーマ選定

① 上司と職場の問題点を話し合う

② 課題を洗い出す

③ 課題を整理して絞り込む

④ 取り組みの必要性を明確にする

⑤ テーマ名を決定する

⑥ 活動計画を作る
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テーマを課題分割する

お客様の悩み、要望を収集する

詳細情報を書き出し、整理統合する

あるべき姿（要求レベル）を洗い出す

あるべき姿をお客様と共有化する

ステップ２. あるべき姿の設定

親和図

連関図

特性要因図

系統図

課題分割
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• フレームワークを使って項目ごとに分析する

経営革新のフレームワーク

経営幹部のリーダーシップ

経営における社会的責任

顧客・市場の理解と対応

戦略の策定と展開

個人と組織の能力向上

顧客価値創造のプロセス

情報マネジメント

あるべき姿と現状のギャップを分析する
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• フレームワークを使って項目ごとに分析する

フィロソフィー

ハードウエア

経営資源

ソフトウエア
PDCAサイクル
顧客指向
目的指向

ヒューマンウエア
リーダーシップ
ドライバーの存在
コンセンサス
人脈

価格
（Ｐｒｉｃｅ）

製品
（Ｐｒｏｄｕｃｔ）

チャンネル
（Ｐｌaｃｅ）

広告宣伝
（Promotion）

マーケッティング
の4P

人的資源

インフラ
（施設・機械）

技術

資金

情報

経営資源
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攻めどころ選定シート（例）

販売店に
依存してい
る

なし

A製品売上
高

（月170台）

ギャップ 期待
効果

採
用

多量購入者
を開拓する

採
用

販売
増大

販売店の売
りたくなる方
法にする

・目立たな
い所に陳
列

・顧客待ち
の販売

効率よく多く
売れる

販
売
方
法

――

現在3人

A製品販売
に工数像
が可能

現在の人員
で達成でき
る

営
業
要
員

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

―――

A製品売上
高

（月340台）

A製品売上
高50％向上

（月510台）

売上高

採
否

評価項目
攻め所

（候補）
現在の姿

ありたい
姿

特性

・項目
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ステップ３ 方策の立案

解決すべき要件を明確にする

問題点の解決策のアイデアを立案する

アイデアを整理にする

解決要件を満たさない策をふるい落とす

最適解決策の選定基準を明確にする

選定基準により最適解決策を選び出す

最適解決策を実施する固有技術を検討する

最適解決策のリスクも検討する

最適解決策の実施について所定の承認を得る

ブレーンストーミング（ＢＳ法）

アイデア発想法

ＶＥ手法 ＩＥ手法

よいアイディアを
沢山積み上げること

一次要因 二次要因 三次要因

仕事が忙しくないときに会合を開きたい

会合に時間を掛けすぎない

会合時間を自由

会合する部屋がある

和室を使って座って会合をする

意見を出しやすくする

言いたいことが聞いてもらえる

自由な発言ができるようにする

リラックスしてできる会合にする

素敵な賞品を出す

気持ちのわだかまりを解消できるようにする

活動体験を沢山する

活動が自由にできる

時間に拘束されない活動にする

活動

初対面の活動なのでなにをやって良いか解らない

何で活動

活動意識が明確である

活動に全員が参加できるようにする

３人集まれば「文殊の知恵」、名案が出る

グループ全員で活動している

役割分担を最初から決めない

役割分担を強制しない

役割分担を全員が担当する

サポーターが良き理解者である

課長が良

上司は金を出すけれど、口は出さない

メンバーの意識が高い活動

男ばかりなどで女性がいると良い

L
E
T
S
活
動
の
一
層
の
充
実
を
図
る

活動の工夫をして魅力ある活動を実
現する

会合の運営を工夫する

会合場所にも気を配る

自由な雰囲気で会合を開く

リラックスした会合を実施する

活動自体の魅力を付ける

活動のやり方を型にはめない

活動をスムーズにする知識を付ける

自主性を持てる活動をする

自主性を持てる活動をする

チーム活動のメリットを生かす

開催時間、場所などのに配慮し
ラックスできる会合を行う

上司や推進者が旨くバックアップする

メン

上司や推進者の支援でメンバーの意
識を高める 系統図

評価欄



63

ステップ４ 成功シナリオの追求
課題達成型QCストーリーの場合は、初めての事柄が多く目標
を達成できるか不透明であるので、絞り込んだ効果が高いと思
われる方策について成功シナリオを追求する。

（1） 期待効果が高いと思われる方策を実現させるシナリオを具体
的に検討する。

職場環境、経営資源（人、物、資金、技術、情報）、企業環境など
の前提条件を考慮して検討する。

期待効果は、できるだけ数値で予測する。

必要に応じて、シュミレーションの実施、試行、実験などを行い、期待
効果を予測する。

期待効果の予測値を目標値と比較して、目標達成の可能性をチェッ
クする。

（2） 各々のシナリオについて、期待効果を予測する。
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期待効果の算出（レイアウト変更の例）
方 策 シナリオ案 期待効果

1）離れ小島の工
程をなくする

2）作業場所の間
をつめる

4）工程の作業バ
ランスをとる

ユニット部品組立
行程を移動する

設備に設置間隔をつ
めコンベアを撤去する

各人の作業
担当範囲を
変える

レイアウトを変更
する（図10）

レイアウトを変更
する（図11）

従来の椅子に座
っての作業を舘
作業に変更する）

全員の実行可能
の状況を調べて
不足技術を教育
する。

新レイアウト案に
基いて作業バラ
ンスを設定する

作業場所の
「距離を詰
める

多能工化す
る

工程作業時
間の測定・
見直し

１台当
たり

0.3Ｈ

１台当
たり

0.2Ｈ
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シナリオの実施を困難にするような障害をPDPC法やメリット・デメリット
表、FMEAなどを使って予測し障害があれば解決する方法を検討する。

例：新設備購入費用の不足解決策：既存設備の流用

方策の実施によって生じると考えられる他の悪影響や副作用（例：次
工程の工数増）を予測し、その事前防止の方法を検討する。

必要に応じて、シュミレーションの実施、試行、実験などを行い、障害
や悪影響を確認する。

（3） 障害の予測と事前防止策の検討

（4） 成功シナリオの選定

各方策の具体的なシナリオについて、利害得失などを総合的に評価し
、実施する具体的成功シナリオとして選定する。
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図Ａ 報告・連絡の紙以外の方法についてのＰＤＰC法による検討
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ステップ５ 成功シナリオの実施

ステップ６ 効果の確認

ステップ７ 標準化と管理の定着

ステップ８ 反省と今後の対応

内容は原因追求型と同じであるため省略
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課題達成型QCストーリーの２つの型

○⑧ 反省と今後の対応

○⑦ 標準化と管理の定着

○⑥ 効果の確認

○⑤ 成功シナリオの実施

○④ 成功シナリオの追求

○③ 方策の立案・絞り込み

○② あるべき姿の設定

○① テーマの選定

施策実行型課題達成型

○⑦ 反省と今後の対応

○⑥ 標準化と管理の定着

○⑤ 効果の確認

○④ 解決策の実施

○③ 方策の立案・絞り込み

○② 課題の明確化

○① テーマの選定

What＋How Howのみ
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施策実行型ＱＣストーリー

よい改善案を沢山出すことが重要

アイディア発想法

VE手法

何を達成するかが決まっている場合

原価改善、環境などのテーマ


